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議
代
表
委
員
が
「
寒
さ
は
時
期

が
く
れ
ば
暖
か
く
な
る
が
、
今

の
政
治
は
民
主
党
へ
の
期
待
が

大
き
か
っ
た
だ
け
に
、
国
民
は

落
胆
を
隠
せ
な
い
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
中
、
世
界
の
労
働

者
の
賃
金
は
賃
上
げ
傾
向
に
あ

る
が
、
日
本
だ
け
賃
下
げ
が
続

い
て
い
る
。
時
給
1
0
0
0
円

の
賃
上
げ
要
求
を
闘
い
で
勝
ち

取
ろ
う
」
と
の
訴
え
が
あ
り
ま

2
月
8
日
八
王
子
の
い
ち
ょ

う
ホ
ー
ル
に
て
三
多
摩
労
働
者

総
決
起
集
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
体
で
7
1
0
人
参
加

（
清
瀬
久
留
米
支
部
か
ら
は
14

人
の
参
加
）。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
八
王
子

エ
イ
サ
ー
に
よ
る
は
ね
駒
太
鼓

で
、
盛
大
に
開
会
し
ま
し
た
。

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
は
宮
田

清
志
三
多
摩
国
民
春
闘
共
同
会

1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
春

一
番
拡
大
は
、
北
浅
・
青
空
分

会
を
除
く
8
分
会
か
ら
成
果
が

あ
が
り
、
現
在
の
到
達
は
13
名

（
拡
大
率
28
・
88
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
1
次
行
動
で
は
、
滝
山
・

三
葉
・
北
浅
分
会
か
ら
対
象
者

が
で
る
な
ど
、
積
極
的
に
動
く

分
会
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
間
の
加
入
の
特
徴
は
、

春
一
番
拡
大
も
終
盤
で
す
。

拡
大
行
動
前
に
組
合
の
ビ
ラ

を
配
布
す
る
な
ど
拡
大
グ
ッ
ズ

を
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

ぜ
ひ
、
拡
大
対
象
を
土
建
国

保
だ
け
で
な
く
、
東
京
土
建
で

行
っ
て
い
る
業
務
全
体
に
視
野

を
広
げ
、
対
象
者
ご
と
に
実
態

に
合
っ
た
加
入
呼
び
か
け
で
、

拡
大
に
結
び
付
け
ま
し
ょ
う
。

し
た
。
つ
づ
い
て
春
闘
共
同
会

議
代
表
か
ら
は
「
ゼ
ネ
コ
ン
や

大
資
本
は
内
部
留
保
金
40
兆
円

あ
り
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
を

我
々
に
還
元
し
、
派
遣
社
員
を

正
社
員
に
し
ろ
、
又
マ
ス
コ
ミ

の
消
費
税
増
税
の
宣
伝
が
強
ま

る
中
、
反
対
運
動
の
戦
い
を
強

め
よ
う
」
と
の
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。

記
念
講
演
「
二
〇
一
一
年
春

闘
の
取
り
組
み
」
と
題
し
て
伊

藤
圭
一
氏（
全
労
連
調
査
局
長
）

の
話
、「
土
建
の
方
々
は
賃
金

闘
争
に
は
直
接
関
係
な
い
や
」

と
い
う
け
れ
ど
、
ゼ
ネ
コ
ン
へ

の
企
業
交
渉
で
賃
金
闘
争
で
闘

わ
な
い
と
我
々
の
賃
金
は
上
が

ら
な
い
し
、
こ
こ
で
世
間
相
場

が
決
ま
る
し
公
契
約
法
は
公
共

事
業
で
の
最
低
賃
金
の
保
障
確

保
シ
ス
テ
ム
は
、
各
自
治
体
で

発
足
の
動
き
が
あ
る
が
、
こ
れ

か
ら
も
ひ
き
つ
づ
き
交
渉
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

低
賃
金
二
百
万
円
以
下
の
人

達
は
一
般
的
な
生
活
を
保
障
さ

れ
て
い
な
い
一
方
で
、
大
企
業

に
は
内
部
留
保
が
あ
り
、
更
に

法
人
税
5
％
減
税
し
、
一
般
的

な
生
活
を
保
障
さ
れ
て
い
な
い

庶
民
に
、
消
費
税
増
税
と
い
う

矛
盾
す
る
こ
と
を
行
な
お
う
と

し
て
い
る
。

航
空
連
は
「
現
在
1
6
5
人

4月4日（月）は本部にて書
記・職員全体会議の為、平日
ですが事務所を閉めさせてい
ただきます

支部閉鎖日

が
裁
判
闘
争
中

で
、
企
業
内
年
金

の
切
り
下
げ
も
最

初
は
日
本
航
空
か

ら
始
ま
り
ま
し

た
。
満
55
才
以
上

の
ベ
テ
ラ
ン
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
首
切
り

に
な
り
、
経
験
が

豊
富
な
組
合
員
が

対
象
で
す
。
若
い

パ
イ
ロ
ッ
ト
達
へ

の
指
導
も
で
き
ず

残
念
で
す
。
一
日

で
も
早
く
職
場
復

何
」
の
問
い
か
け
あ
り
。
都
立

病
院
労
組
か
ら
は
都
立
11
ヶ
所

あ
っ
た
病
院
が
石
原
都
政
で
8

カ
所
も
廃
止
（
こ
の
中
に
清
瀬

小
児
病
院
も
含
ま
れ
て
い
る
）

石
原
都
政
の
十
二
年
間
は
い

か
に
都
民
に
冷
た
い
か
が
訴
え

ら
れ
た
。

東
久
留
米
で
は
、
例
の
野
崎

ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
闘
い
が
始

ま
っ
た
報
告
あ
り
ま
し
た
。
行

動
提
起
で
は
、
三
多
摩
国
民
春

闘
共
闘
会
議
事
務
局
長
よ
り
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

公
務
員
人
員
削
減
で
非
正
規

雇
用
へ
の
切
り
替
え
で
自
治
体

は
ズ
タ
ズ
タ
、
労
働
者
の
砦
に

な
る
よ
う
闘
お
う
。

三
多
摩
全
組
合
代
表
が
勢
揃

い
し
一
斉
統
一
選
挙
団
結
し
て

勝
利
す
る
た
め
、
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
閉
会
し
ま
し
た
。

教
宣
部
長
　
鈴
木
勝
雄

土建バンドと共に、三多摩地域土建支部勢揃い

団結ガンバロー!!

帰
さ
せ
て
下
さ
い
。」
又
客
室

乗
務
員
達
か
ら
も
「
安
全
安
心

が
第
一
、そ
れ
以
上
望
ま
な
い
、

私
達
は
物
づ
く
り
で
は
な
く
、

人
間
の
安
全
を
運
ぶ
仕
事
で
す

か
ら
」
と
切
実
な
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
の
寸
劇
で
は
水
戸

黄
門
を
モ
チ
ー
フ
に
未
組
織
労

働
者
の
賃
金
状
態
が
発
表
さ

れ
、
日
本
だ
け
が
値
下
げ
で
世

界
と
の
賃
金
の
比
較
差
が
報
告

さ
れ
た
。

八
王
子
地
域
の
団
体
か
ら
は

若
者
た
ち
の
ニ
ギ
ヤ
カ
な
踊
り

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、

土
建
か
ら
も
多
摩
全
支
部
の
旗

の
下
、
東
京
バ
ン
ド
が
参
加
し

ま
し
た
。

都
教
組
は
多
摩
全
支
部
か
ら

寸
劇「
王
様
の
耳
は
ロ
バ
の
耳
」

の
発
表
、
自
治
労
連
か
ら
「
子

供
の
保
育
の
新
シ
ス
テ
ム
っ
て

労
働
者
あ
っ
て
の
社
会
を
守
ろ
う
!!

2011

三
多
摩
労
働
者
総
決
起
集
会

労
災
加
入
が
3
件
た
て
続

け
に
加
入
が
あ
り
、
昨
年

か
ら
引
き
続
き
、
大
企
業

に
よ
る
労
働
者
の
請
負
化

が
進
ん
で
い
る
現
状
が
う

か
が
え
ま
す
。
し
か
し
、

一
人
親
方
労
災
は
事
務
組

合
で
な
い
と
加
入
で
き
な

い
た
め
、
事
務
組
合
で
あ

る
東
京
土
建
の
窓
口
を
叩

く
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

現
場
や
、
仕
事
仲
間
を

見
渡
し
た
時
に
、
そ
う
い

っ
た
仲
間
が
い
れ
ば
組
合

加
入
に
結
び
付
き
ま
す
。

土
建
国
保
だ
け
で
な
く
、

土
建
の
色
々
な
メ
リ
ッ
ト

を
仲
間
の
現
状
に
結
び
付

け
て
呼
び
か
け
ま
し
ょ

う
。ま

た
、
Ｈ
Ｐ
よ
り
資
料

請
求
し
た
方
が
次
の
週
に

は
手
続
き
で
窓
口
に
来
所

す
る
、
新
規
の
法
人
事
業

所
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や

加
入
な
ど
の
成
果
も
続
い

て
い
ま
す
。

＊＊＊ 春一番拡大成果表（3月1日現在）＊＊＊

137 67 150 164 237 148 66 137 397 282 1785

18 9 20 22 31 20 9 8 52 34 233

4 2 4 5 6 4 2 4 10 4 45

1 1 1 1 2 0 1 0 5 1 13

元塩分　会

1月1日現勢

年間拡大目標

春一番拡大目標

到　達

松竹 清里 滝山 三葉 北浅 南町 青空 事業所 直属 合計

春
一
番
拡
大
全
分
会
を

や
り
抜
こ
う

けんせつ
清 瀬 久 留 米
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今
、
青
空
分
会
で
は
19
日
の

納
入
日
に
、
財
政
担
当
と
以
前

に
財
政
を
や
っ
て
い
た
2
名
も

加
わ
り
3
名
で
納
入
明
細
書
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

現
金
で
納
入
す
る
人
も
い

て
、
3
人
で
目
を
通
せ
ば
間
違

い
も
無
い
し
、
滞
納
が
あ
っ
た

場
合
す
ぐ
に
連
絡
が
取
れ
ま

す
。分

会
で
は
や
む
を
え
な
い
事

同
努
力
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
行
事
の
多
く

な
る
季
節
で
す
が
、
分
会
活
動

に
は
仲
間
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。六

役
に
若
い
組
合
員
の
方
が

い
ま
す
が
、
分
会
や
主
婦
の
会

に
も
若
い
人
達
が
参
加
し
て
く

れ
る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

青
空
分
会
　
笹
下
美
津
子

救
援
会
と
は
、
人
権
と
民
主

主
義
を
守
る
た
め
に
活
動
し
、

二
〇
十
一
年
四
月
で
創
立
八
十

三
周
年
を
迎
え
ま
す
。

皆
さ
ん
に
も
ふ
り
か
か
る
可

能
性
も
あ
り
、
現
在
も
言
論
弾

圧
（
ビ
ラ
巻
）
事
件
、
え
ん
罪

（
ち
か
ん
）
事
件
、
労
働
（
非

正
規
労
働
者
の
権
利
）
事
件
、

市
民
（
人
権
侵
害
）
事
件
な
ど

1
0
0
を
超
え
る
事
件
を
支
援

し
、
す
べ
て
の
都
道
府
県
で
約

5
万
名
の
会
員
が
、
地
域
、
職

場
で
草
の
根
か
ら
人
権
を
守
る

活
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
を
花
開
か
せ
、

自
由
と
人
権
、
民
主
主
義
が
保

障
さ
れ
る
未
来
の
た
め
に
、
あ

日
本
国
民
救
援
会
三
多
摩
総
支

部0
4
2
―
5
2
4
―
1
5
3
2

事
務
局
長：

生
江
尚
司

0
8
0
―
6
5
3
7
―
6
7
3

5東
京
土
建
支
部
担
当：

鈴
木
勝

雄

1
月
8
日

（
土
）
支
部
会

館
に
て
主
婦
の

会
新
年
会
を
行

な
い
ま
し
た
。

最
初
に
石
垣

委
員
長
が
、
悪

く
な
る
一
方
の

情
勢
に
対
し
、

力
を
合
わ
せ
て

前
進
し
て
い
こ

全
員
が
満
足
で

き
た
良
い
新
年

会
と
な
り
ま
し

た
。青

空
分
会
　

笹
下
美
津
子

う
と
、分
か
り
や
す
く
説
明
し
、

挨
拶
と
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
乾
杯
し
、
テ
ー
ブ

ル
に
並
べ
ら
れ
た
主
婦
の
会
の

そ
れ
ぞ
れ
の
手
料
理
に
た
い

し
、
作
り
方
を
聞
き
な
が
ら
歓

談
し
ま
し
た
。
お
腹
一
杯
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
、
参
加
し
た
新

組
合
員
さ
ん
の
自
己
紹
介
を
行

な
い
ま
し
た
。

中
に
は
若
い
組
合
員
さ
ん
も

私の半世紀

す
。こ

の
話
を
知
っ
た
ヨ
シ
子

の
父
は
猛
烈
に
反
対
し
ま
し

た
。
こ
の
結
婚
を
許
せ
ば
ヨ

シ
子
は
絶
対
に
不
幸
な
人
生

を
す
ご
す
だ
ろ
う
と
考
え
た

私
が
妻
ヨ
シ
子
と
結
婚

し
た
の
は
一
九
六
四
（
昭

和
三
九
）年
十
月
で
し
た
。

東
海
道
新
幹
線
が
開
業

し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
行
わ
れ
た
の
も
、
こ
の

時
で
日
本
中
が
わ
き
た
っ

て
い
ま
し
た
。

ヨ
シ
子
に
結
婚
を
申
し

込
ん
だ
の
は
、
そ
れ
よ
り

四
年
前
の
一
九
六
〇
年
で

よ
う
で
す
。

義
父
の
考
え
は
た
し
か
に

正
論
で
あ
り
、
一
理
も
二
理

も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
の
複
雑
な
家
庭
事

情
、
農
業
経
営
の
不
安
定
、

苦
し
い
家
計
の
実
態
、

そ
れ
ら
を
す
べ
て
知
っ

て
い
た
か
ら
で
す
。

二
人
の
結
婚
が
許
さ

れ
な
い
な
ら
私
は
家
に

と
ど
ま
る
事
は
で
き
な

い
と
思
い
、
出
家
を
決

意
し
ま
し
た
。
旧
盆
八

月
十
五
日
つ
い
に
実

行
、
手
許
に
は
わ
ず
か

の
お
金
と
下
着
だ
け
、

私
は
と
り
あ
え
ず
実
母

の
家
を
訪
ね
ま
し
た
。

お
よ
そ
五
年
ぶ
り
三

度
目
の
対
面
で
し
た
。

母
と
の
別
れ
ぎ
わ
涙
を
ボ

ロ
ボ
ロ
流
し
な
が
ら
餞
別
を

握
ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

滝
山
分
会
　
寺
園
静
雄

え
）
を
ま
か
せ
ら
れ
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
会
員
さ
ん
の
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
に
合
わ
せ
て
合

唱
し
た
り
、
チ
ー
ム
戦
で
ク
イ

ズ
を
行
な
い
、
参
加
者
一
同
一

丸
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
景
品
が
も
ら
え
る

名
前
ビ
ン
ゴ
を
行
な
い
ま
し

た
。情

勢
の
問
題
や
、
主
婦
の
会

の
意
義
を
再
確
認
し
、
主
婦
の

会
一
同
の
団
結
を
高
め
ら
れ
、

な
た
の
入
会
を
心
か

ら
呼
び
か
け
ま
す
。

入
会
金：

六
〇
〇
円
　

会
費
（
一
ヶ
月
）：

六
〇
〇
円

申
し
込
み
先

情
を
除
き
、

脱
退
や
滞
納

を
な
く
そ
う

と
、
役
員
一

ク
イ
ズ
に
奮
闘

す
る
元
塩
分
会

主
婦
の
会
（
写

真
上
）
。
下
は

料
理
の
作
り
方

を
教
え
合
い
な

が
ら
歓
談
。

3月17日、18日、30日、31日は
一人親方労災の更新日です。
事業所労災は4月12日、13日、

19日、27日、28日です。事業所労災
の19日、28日は夜間も受付します。
時間：午前の部10：00～11：30

午後の部13：30～16：00
夜間の部17：30～21：00

事業所労災更新の持ち物
・会社の横判（ゴム印）
・元請工事総売上（H2 1 . 4～
H22.3分）
・代表者印
※電話での受付は致しません
必ず来所にての更新となります
※総合賠償をかけている方は下請
けの売上もご用意下さい

※雇用保険をかけている事業所
は、H21.4～H22.3月の賃金台
帳を雇用保険をかけている方
全員分をご持参下さい。

労災年度更新の
お知らせ

日付：4月3日（日）
時間：午前9：30開会
場所：清瀬アミュー7階ホール
支部役員立候補の受付期間
3月28日（月）～3月31日（水）
午後7時まで支部事務所にて受
け付けます
役員定数
支部執行委員長　　1名
副委員長　　　　　3名
書記長　　　　　　1名
書記次長　　　　　2名
常任執行委員　　 11名
（専門部9名・委員会1名・青年
部長1名）
執行委員　　　　 16名
会計監査　　　　　2名
※立候補資格
2011年1月7日分会代表委員会

決議に基づき、立候補の年齢基
準は4月1日をもって70歳未満と
します。

元塩

松竹

清里

滝山

三葉

北浅

南町

青空

分会名

各分会総会・保険証交換会

日　付 時間 場　所

3月20日（日）

3月27日（日）

3月27日（日）

3月27日（日）

3月27日（日）

3月27日（日）

3月27日（日）

3月27日（日）

13：30

13：30

9：00

13：00

14：00

13：00

19：00

12：00

松山市民
センター

竹丘地域
センター

中清戸地域市民
センター2F和室

滝山センター
パーク

東久留米
商工会館3F

東久留米スポーツ
センター

南町地区
センター

支部会館3F

第43回
支部定期大会告示
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